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としての老いに注目しがちであった点を批判し，大衆長寿(→secular shift in againg) の時代とは，実は， むしろ
元気な老いが大量にっくり出されている社会であると把え返し，その元気な老いが，親子関係や友人ネットワークを
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現にどう活用しているか……を，自身が実施した計 3 回に及ぶ調査データにもとづき詳細に分析したものであるO で，
分析の結果は，単に高齢者問題論に一石を投じたに止まらなし、。一つには，戦前の「家」並びに戦後の“マイ・ホー
ム"の，とりわけ閉鎖性を問題視してきた我が国の家族社会学一般に対してかなりのインパクトをあたえるであろう
こと，二つには，親子関係など非選択縁との競合関係を前提にして展開されつつある(友人)ネ y トワーク論一般に
対しても，新たな見方を提供したものと評価されるだろう。今後，さらに国際比較の手法及びデータを加味していく
なら， 日本文化論一般に対しても，興味深い知見を加えていくものと期待される o
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